日刊
2009/12/4　連携会議第38号

各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連携会議事務局長　常　陸　敏　男
富良野市連携会議交流報告
　日頃の事務実践大変ご苦労様です。
　さて、１２月２日、上川事務職員協議会富良野ブロック研究会に招かれ、石狩の連携会議のとりくみ状況について報告してきました。
　今号では、同じ日に開催された富良野市連携会議の様子を報告したいと思います。

　この日は第９回の連携会議でした。連絡協議事項のはじめの議題として、市教委から「平成２１年度指定教材学校配分表（残額）」と「教材整備事業に係る備品購入費について」の二つの資料が配付され説明が行われました。

[image: image1.emf]区分 学校名 配分額 購入済額 配分残額

○○小学校 544,000 406,235 137,765

○○小学校 430,000 331,716 98,284

○○小学校 466,000 345,482 120,518

○○小学校 284,000 258,258 25,742

○○小学校 266,000 133,623 132,377

○○小学校 334,000 113,505 220,495

○○小学校 248,000 63,914 184,086

○○小学校 352,000 325,206 26,794

○○小学校 314,000 269,567 44,433

小学校合計 3,238,000 2,247,506 990,494

○○中学校 534,000 357,033 176,967

○○中学校 516,000 308,955 207,045

○○中学校 348,000 276,675 71,325

○○中学校 348,000 212,625 135,375

○○中学校 345,000 57,750 287,250

○○中学校 324,000 247,847 76,153

○○中学校 345,000 253,830 91,170

中学校合計 2,760,000 1,714,715 1,045,285

小学校

中学校

平成２１年度指定教材学校配分表


[image: image2.emf]小学校 金額 備考

当初予算　Ａ 5,800

補正予算　Ｂ 1,150

予算合計　Ａ＋Ｂ＝Ｃ 6,950

指定教材　Ｄ 3,238学校配当済

理振教材　Ｅ 700当初分（○○小・○○小）

理振教材　Ｆ 2,300補正分

小計　Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＝Ｇ 6,238

差引　C-G=H 712

備品購入　Ｉ 124デジタル握力計・長座体前屈測定器

残額　Ｈ－Ｉ＝Ｊ 588

中学校 金額 備考

当初予算　Ａ 4,800

補正予算　Ｂ 650

予算合計　Ａ＋Ｂ＝Ｃ 5,450

指定教材　Ｄ 2,760学校配当済

理振教材　Ｅ 700当初分（○○中・○○中）

理振教材　Ｆ 1,300補正分

小計　Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＝Ｇ 4,760

差引　C-G=H 690

備品購入　Ｉ 124デジタル握力計・長座体前屈測定器

残額　Ｈ－Ｉ＝Ｊ 566

教材整備事業費に係る備品購入費について


　この資料で何を行うかというと、第一次購入計画に基づく執行状況を全体で確認して、無駄が出ないように調整を行うのです。各校事務職員は、このあと第二次購入計画を市教委に提出するのですが、たとえば残額が５万円しかない学校が緊急に１０万円の備品がほしいという場合は、市教委のイントラネット（サイボウズ）で、学校間の意見交流・調整を行います。その結果、市教委にはほぼ練り込まれた第二次購入計画が各学校から提出され、市教委としても無駄のない執行ができるという仕組みです。
　
　富良野市の連携会議でこのような作業を行っていることは、昨年（？）の全道事務研で発表があったので知ってはいましたが、今回実際にその作業の場を見せてもらって、大変参考になりました。具体的には、
①「あてがいぶち」の予算でなく、現場の意向が反映される予算であること、②無理な購入をする必要がなく、緊急課題にもある程度対応できること、などの感想を持ちましたが、なによりも市教委と現場が共通の認識を持って作業にあたっている（市教委の一方的な令達ではなく、現場の声を最大限受け止めようとしているように見えました）ことに、新鮮さを感じました。単なる交流なら、ざっくばらんな意見交流はよくあることと思いますが、この連携会議は市教委にとっても事務職員にとっても「業務」であります。















